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12
月
定
例
会
は
11
月
29
日
に
開
会
し
ま
し
た

■
日
程　

▼
６
日
㈪
・
７
日
㈫
一
般
質
問　

▼
８
日
㈬
一
般
質
問
、
質
疑

▼
13
日
㈪
総
務
・
都
市
常
任
委
員
会　

▼
14
日
㈫
福
祉
・
文
教
経
済
常
任

委
員
会　

▼
22
日
㈬
総
括
審
議

■
傍
聴
は
で
き
る
限
り
控
え
て
く
だ
さ
い　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
本
会
議
と
委
員
会
の
傍
聴
は
で
き
る
限
り
控
え
て

く
だ
さ
い
。
傍
聴
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し

ま
す
。
本
会
議
は
、
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
各
委
員
会
の
開
催
時

刻
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
議
事
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム　

本

会
議
の
模
様
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
す
る
ほ
か
、会
議
の
翌
日（
市

の
休
日
を
除
く
）か
ら
は
録
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
議
録
は
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
議
事
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
）

農
業
委
員
会
が
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　

市
農
業
委
員
会
は
９
月
21
日
、
農
業
施
策

に
関
す
る
意
見
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
農
業
者
の
要
望
な
ど
を
基
に
作
成
し
た

も
の
で
、
４
年
度
の
市
の
農
業
施
策
や
予
算

編
成
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
施
策

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
意
見
書
は
農
業
委
員

会
事
務
局
、
法
務
課
情
報
公
開
班
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局
（
４
２
１
）６
７
９
３
）

募
集
計
画（
素
案
）な
ど
に
対
す
る
意
見

　
「
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
、
計

画
（
素
案
）
な
ど
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
意
見
を
提
出
で
き
る
人
は
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
市
内
に
事
務
所
か
事
業
所
が
あ
る
人
、
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人
、
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
、
当
該
事
案
に
利

害
関
係
を
有
す
る
人
で
す
。意
見
に
対
し
て
の
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
意
見
を
募
集
す
る
計
画
な
ど
／
担
当
課
】

■
八
千
代
市
産
業
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）
／
商
工
観
光
課
（
４
２
１
）

６
７
６
１

■
八
千
代
市
観
光
振
興
計
画
（
素
案
）
／
商
工
観
光
課
観
光
推
進
室
（
４

２
１
）６
７
６
２
）

　

▼
募
集
期
間　

12
月
６
日
㈪
〜
１
月
７
日
㈮
必
着　

▼
公
表
場
所　

商

工
観
光
課
、
法
務
課
情
報
公
開
班
、
支
所
・
連
絡
所
、
公
民
館
、
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

▼
意
見
の
提
出
方
法
・
送
付
先　

募
集
期
間
中
に
公

表
す
る
実
施
要
項
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

減らない不法投棄
令和２年度の不法投棄は549件
　不法投棄とは、生活ごみ、家具、家電製品
などの不要となった全てのもの（ごみ）を、出
す場所などのルールに従わずに捨てることで
す。法律で５年以下の懲役もしくは1,000万
円以下の罰金（法人は３億円）または、その
両方が課せられることがあります。
　空き缶やタバコのポイ捨てなど、物の大小
に限らず、むやみにごみを投棄することは、
全て不法投棄です。絶対にやめましょう。
　市内の２年度の不法投棄件数は549件でし
た。近年はほぼ横ばいとなっており、不法投
棄が多い状況が続いています。
　桑納川や神崎川周辺では引っ越しに伴うご
みが大量に不法投棄されるなどの悪質な事案
が発生しているため、警戒を強めています。

監視を強化しています
　市では、不法投棄を抑止するため、監視重
点地域を中心に監視カメラの設置や、昼夜の
パトロールを実施しています。また、千葉県
や八千代警察署とも連携して、不法投棄をし
た人を特定して、指導などを行っています。

　不法投棄を防ぐためには、地域の目も大切
です。不法投棄を見つけたら、投棄されたも
のには手を触れずに、車のナンバーや、現場
の状況など、わかる範囲の情報を八千代市不
法投棄受付専用 0120-844-530へ通報を。休
日・夜間は留守番電話にて対応しています。

捨てた人がわからないときは
捨てられた人がごみ処理をします
　所有している土地や賃貸などで管理してい
る土地にごみが捨てられた場合でも、管理責
任から、捨てられた土地の所有者や管理者が
ごみを処理する必要が生じます。不法投棄を
する人は、事前に投棄しやすい人通りの少な
い場所や、雑草が生い茂っている土地など、
適切に管理されていない、監視の目がとどい
ていない場所を調べて、投棄する傾向があり
ます。
▼不法投棄の様子

　ごみが捨てられないように定期的に監視し
たり、草刈りなどを行って、捨てられにくい
環境を作りましょう。侵入防止柵や「不法投
棄禁止」と書いた看板を設置することも効果
があります。
　市では、ラミネート看板の作成を行ってい
ます。設置したい人はご相談ください。

野焼きはやめましょう
　ごみの野焼きは、法律で禁止されています。
　また、煙や臭いが近隣の人の洗濯物に付着
するなど不快感を与える場合は、八千代市公
害防止条例における悪臭の規制の対象となり
ます。農業に伴う稲わら、剪定枝などの焼却
や落ち葉焚きなど、一部例外として認められ
ているものでも、近隣の住環境に影響のない
よう風向きなどを考慮して行い、苦情が寄せ
られた場合は速やかに野焼きをやめましょ
う。（環境保全課大気水質保全班 421-6765）

違法な回収業者にご注意を
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
影響で自宅で過ごす時間が増加していること
に伴って、家庭から出るごみが増加していま
す。最近、これらのごみを狙った違法な無許
可の業者が全国的に増加しています。
　家庭から出るごみを運んだり、処理をする
には、八千代市の一般廃棄物処理業許可（収
集運搬、処分）が必要です。他市の許可があ
ってもできません。
　無許可の業者は、法外な処理料金の請求を
してきたり、回収後に別のところで不法投棄
をしている事例が全国で多発しています。無
許可の業者が不法投棄をした場合、その業者
に依頼した人に責任が生じることがあります。

　ごみの不法投棄、美観を損なうばかりか、悪臭の発生や地
下水の汚染など、環境へ悪影響を及ぼす恐れがあります。
　投棄されやすい場所には、監視の目がないなど、一定の条
件が重なっている特徴があります。みんなで監視して不法投
棄をなくし、ごみのない美しいまちにしていきましょう。

みんなで監視！みんなで監視！
不法投棄は犯罪です！です！

お問い合わせは
クリーン推進課 421-6770
不法投棄専用電話 0120-844-530
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